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2001年 3月、21世紀とともに始まった実践研究福井ラウンドテーブルは、今回 2026年 7月の開催をもって

51回を迎えます。今回のラウンドテーブルも、多様な実践と省察との出会いに満ちています。今回は、ハイブ

リッド（対面-Online）にて（一部はいずれかのみ）SUMMER SESSIONSを開催いたします。7月 4日（土）には、

教職大学院改革特別フォーラム、5つのテーマに即した ZONE SESSIONS、7月 5日（日）には小グループ（5～6

名程度）で実践を丁寧に語り聴き合う ROUND TABLE CROSS SESSIONSを行います。 

この 2日間が、お互いの成長を支え合い、大人も子どもも育ち合うコミュニティになることを、スタッフ一

同大いに期待しております. 
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実践し省察するコミュニティ 
実践研究 福井ラウンドテーブル 2026 

HYBRID (対面-Online) SUMMER SESSIONS 特集号 

内容 

異質な他者との出会いを通して、異質な自分と 
出合う ラウンドテーブルへようこそ    (2)               
全体スケジュール   (4) 
 

Special Session 
教職大学院改革特別フォーラム (5) 

Zone A 学校            (6) 
Zone B 教師教育   (7) 
Zone C コミュニティ   (8) 
Zone D International   (10) 
Zone E 探究     (11) 

Round Table Cross Sessions   
実践し省察するコミュニティを結び支える  (12) 
ラウンドテーブルの歩み        (14) 
福井大学連合教職大学院が実践する教育改革 
グローバルコミュニティへの誘い    (17) 
アーカイブ                       (19) 
お知らせ   (24) 
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異質な他者との出会いを通して、異質な自分と出会う 

ラウンドテーブルへようこそ 

                                     福井大学連合教職大学院 笹原 未来 

福井大学連合教職大学院のラウンドテーブルでは、

異質な他者との出会いが数多く生まれる。一般的な

研究会は、関心を共有する特定の領域や同じ職種の

人々によって構成されることが多い。そのため、自

分とは異なる領域で展開する実践や、その実践を営

む人々と出会う機会は必ずしも多くない。それに対

して、ラウンドテーブルには、様々な地域、領域、

職種、世代、文化的背景をもつ人々が集う。１日目

に開催されるポスターセッション、Zoneごとに行わ

れるシンポジウムやフォーラム、そして２日目の小

グループ形式での実践交流を通して、多様な人々が

出会い、交わる。    

異質な他者との出会いは、自分の実践をこれまで

とは異なる視点や枠組みから見つめ直す機会をもた

らす。先述したように、私たちは普段、自分の関心

のある領域のコミュニティに参加することが多い。

私自身は特別支援教育、とりわけ重度・重複障碍教

育のコミュニティに身を置くことが多い。重度・重

複障碍教育の中でも、私は、子どもと係わり手とが

織りなす個別具体的な係わり合いのあり様に関心を

寄せているため、子どもと係わり手との関係が埋め

込まれているコミュニティや社会的な文脈は、普段

は背景に沈みがちである。しかし、ラウンドテーブ

ルには、学校教育、教師教育、コミュニティ、国際、

探究、インクルーシブといった多様な Zone のもと

に、教育や福祉、社会教育、地域づくりなど、様々

な領域に根ざした実践が集まる。Zoneのシンポジウ

ムやフォーラムに参加せずとも、ポスターセッショ

ンのフロアを歩けば、多様な実践が各所で展開して

いることが目に入る。それらは、多種多様な実践の

存在を示すだけではなく、自身の実践に別の角度か

ら光を当てる鏡として作用する。普段は背景として

沈んでいるものに光を当て、より広い文脈のなかで

自らの実践を捉え直す契機となるのである。 

 さらに、２日目には、小グループの中でそれぞれ

の実践をじっくりと語り、聴く機会が設けられてい

る。グループは、異なる地域、領域、職種、世代の

メンバーによって構成されている。そこで、自身の

実践を共有しようとするならば、背景や実践の文脈

をより丁寧に語ることが必要になる。関心や実践を

共有しているメンバーとの間では、自明のものとし

て扱われ、あえて言葉にされることのない前提や文

脈をも語らなければならなくなる。すると、普段は

意識されることのない前提や価値観が少しずつ姿を

現してくる。それらを言葉として紡ぎ直すことを通

して、私たちは自分の置かれている状況や、自身の

実践の根底にある価値観に対面し、それを見つめ直

すことになるのである。 

かつて大学院生だった頃、オープンキャンパスに

来た高校生から質問を受けたことがある。それは、

「障碍の重い子どもの場合、どれだけ教育をしても

将来、自立した生活を送ることが難しい人もいると

思う。そうした子どもたちへの教育にはどのような

意味があるのか」という趣旨のものだった。批判や

非難ではなく、知らないからこその率直な問いだっ

た。 

 障碍の重い子どもの教育や自立をどう考えるのか。

そうしたことは、障碍の重い子どもの教育について

の関心を共有するメンバーの間では、あえて言葉に

して語られることは必ずしも多くない。なぜなら、

障碍の重い子どもの教育は重要であるという認識が

前提として共有されているからである。実際には、

障碍の重い子どもの教育をなぜ重要だと考えるのか、

その教育にどのような意味を見出しているのかは人

によって様々であろう。しかし、おおよその方向性

が共有されているがゆえに、そのことが改めて語ら

れる機会は少ない。  

異質な他者との対話によって、自分にとっての当

たり前が、他者にとっての当たり前ではないことに

気づく。対話の中で投げかけられる問いに向き合う

ことを通して、自分自身に向き合う。他者との交わ

りによって生じた揺らぎの中で、普段はあえて語る

ことのない前提や価値観を言葉として紡ぎ直すこと

を通して、自分の実践の輪郭や向かうべき方向性が

よりはっきりと見えてくるのである。 
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また、ラウンドテーブルでは、日々の実践をより

長い時間の流れの中で振り返ることができる。２日

目のラウンドテーブルでは、60〜100 分という長い

報告時間が用意されている。そこでは、自身の実践

の要点だけを伝えていては時間がもたない。長い実

践の脈絡を丁寧に語ることが求められる。その中で

見えてくるのは、今日を振り返り、明日へとつなぐ

という短いスパンの振り返りの中では見えづらい変

化である。当時は係わり合いのつまずきや失敗とし

て捉えられていたことが、長い展開の中で別の意味

をもって立ち現れてくることもある。私たちは日々

の実践の中で、今日を明日へとつなぐように目の前

の状況に向き合うことが多い。しかし、長い時間の

流れの中で実践を振り返ることによって初めて見え

てくる変化や意味もある。長い報告時間は、そうし

た変化をつかまえるための時間でもある。 

 なお、ラウンドテーブルの価値は実践を語ること

だけにあるのではない。ラウンドテーブルでは、自

らの実践を語るだけではなく、他者の実践をじっく

りと聴く時間も大切にされている。ラウンドテーブ

ルで出会う実践者は、普段は出会うことのない異質

な他者であることが多い。相手のフィールドや実践

の背景を知らないからこそ、相手の話を自分のフレ

ームに当てはめて聴くことはできない。明日の自分

に役立つ部分だけをつまみ食いするような聴き方も

できない。隔たりがあるからこそ、そこで何が起き

ているのか、何が大切にされているのか、語られて

いることを、語られている以上に理解しようとする

姿勢が求められる。そのことによって、実践の意味

やその背後にある構造が見えてくる。すると、表面

的な実践の隔たりを超えて、一見すると遠くにある

と思われた実践と自分の実践とが、少しずつ繋がり

始める。領域や分野を越えた共通の構造や課題が見

えてくることもあるし、共通の問いが生まれること

もあるだろう。対比の中で自身の取り組みの新たな

意味が浮かび上がってくることもあるだろう。他者

の実践を丁寧にたどることを通して、自分の実践が

見えてくるのである。そのことはまた、自身の実践

をより大きな社会的文脈の中に位置づけ直すことに

もつながる。何より、一見すると遠く離れているか

のように思われる実践が、実は同じ地平の上にある

こと、そしてその中に共通する問いや願いがあるこ

とに気づくことは、私たちを大いに励ましてくれる。 

 異質な他者との出会いと対話を通して自らの実践

を見つめ直し、その意味や価値を改めて問い直す。

そして、自らの実践をより広い世界へと開いていく。

そのような営みこそが、ラウンドテーブルの醍醐味

なのだと思う。 

今回のラウンドテーブルにも、多様なメンバーが

集うだろう。異質な他者との出会いを通して、異質

な自分と出会う。 

ラウンドテーブルへようこそ。
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教職大学院改革特別フォーラム



教職大学院 Newsletter No.208 2026.7.4 

6  United Graduate School of Professional Development of Teachers, University of Fukui, Gifu Shotoku Gakuen University, and Toyama University of International Studies 

ZoneＡ 学校 
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ZoneＢ 教師教育 
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ZoneＣ ミュニティ 
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ZoneＤ International  
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ZoneＥ 探究 
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Round Table Cross Sessions 

  

ラウンドテーブル 

   実践し省察するコミュニティを結び支える 
 

2009.3.26 
地域も職種も異なる実践者・実践研究者が集い、小グループに分かれてテーブルを囲み、5 時間近く互

いの実践を跡づける報告に耳を傾ける。語られる実践の展開を追走しながら、時々の実践者の判断や配慮、

実践を支える条件に問いを進める。聴き手の問いに応え、語り手は実践の状況とそこでの思考を改めて思

い起こし、それを表する言葉を模索しながら語り進めていく。聴き手もその展開に学びながら、関連する

自らの実践とそこでの経験・思考を語り始める。それぞれの経験が照らし合うことによって共通する構造

とそれぞれの特色が浮かびあがる。 
少人数で、しかも多様な専門職が集って一緒に実践の長い展開を跡づけ直すこの研究会（実践研究福井

ラウンドテーブル、以下ラウンドテーブルと略す）の構成とその意味について、この会に最初から関わっ

てきたものの一人として改めて考えてみたい。 
 

実践の長い道行きを語り 展開を支える営みを聞き取る 

一つの授業、一つのプロジェクトも、それが生み出される背景と、それが活きて働く作用の行方まで視

界に入れようとするならば、はるかに長い前後の展開を跡づけることが必要となってくる。とりわけ学習

者の成長のゆるやかなプロセスを焦点とする教育実践においては、そうした長い展開から目を逸らす訳に

は行かない。 
しかし、個々の授業や実践の検討は数多く重ねられ、また他方でより長いライフヒストリーの跡づけも

また重ねられてきてはいるが、その間にある実践の持続的な展開、実践と実践の間にある調整と成長の長

いプロセスへの問いは課題のままに残されてきた。たしかに、そうならざるを得ない理由がいくつも存在

している。実践をともに担っているもの同士では、つねにその状況の中にいるために、問題や課題につい

ては話し合ったとしても、実践の展開と状況を子細に語る必要性が存在していない。逆にその実践の外に

いるものは、その実践から学ぼうとする場合であっても、自分の実践にすぐに活かせそうな具体的な手が

かりを求めがちである。そして「外から」実践に迫ろうとする「研究」は、実践の持続に見合うだけの方

法も枠組みも組織も準備しえていない。長い実践の脈絡、そこにある成長のプロセスとそれを支える編成

を探るためには、これまでにない実践交流の場・実践の内と外を結ぶ新しい協働の省察の場を生み出して

いく必要がある。実践の歩みを振り返り、その展開を跡づけ、一人ひとりの成長、自身の実践者としての

歩みを問い直そうとする語り手と、その長い展開からより深く学び取ろうとする聴き手が出会う場が必要

となる。ラウンドテーブルは、実践に関わる一人ひとりがそうした語り手となり、聴き手となる場を拓こ

うとする取り組みとして始まる。 
 

実践と省察のサイクルとその交流の場 

長い実践の展開を省察し検討することは、日々の仕事に追われるお互いにとっては容易に実現できるこ

とではない。実践の場において、実践の展開を語り合い省察するコミュニケーションを持続的に進めてい

く、専門職として学び合うコミュニティ（Professional Learning Communities）の実現が中心的な課題

となる。そうした実践の場での省察を支えるために、福井大学教職大学院では学校拠点での実践カンファ

レンスを中心に据えている。そしてそうした学校での取り組みを踏まえ、月一回の合同のカンファレンス、

実践を語る会を重ね、また半年ごとに集中的に実践の展開を記録化して検討する時間を作っている。月を

追って、そして半年、1 年、2 年とそれぞれの取り組みの足取りを確かめていくなかで、それぞれの実践

者の、そしてそれぞれの職場の固有のリズムで、ゆるやかに、ときに劇的に実践が展開していくことを実

感し合うことになる。時々の実践の記録やカンファレンスでの語らいを、1 年、そして 2 年と積み重ね、

その記録を、長期にわたる実践の展開過程として改めてその道行き（trajectory)・脈絡を検討し直して行

くなかで、厚みのある実践の現実の展開がようやく見えてくる。あれができないこれが足りないとその

時々の課題を追っている目には見えない、同じところを回っているようにしか見えない実践サイクルの中
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にある小さな傾斜が、長い時間の展望の中でとらえ直した時に、ゆるやかな展開として像を結んでくる。

自身の見方や考え方の深まり、実践の基盤にある共同関係の展開も、そうした長期にわたる展開の中には

じめて浮かびあがってくる。 
しかし、長期にわたる実践省察の意味が、その渦中では実感し難いという現実は動かしがたい。そうし

た暗中模索の中での実践と省察を支えるためにも、実践をともに歩み語り合う仲間とともに、長い実践の

展開の価値を、より広い見地からより鮮明に確かめ直す場が、どうしても必要になってくる。ラウンドテ

ーブルは、実践展開の価値をより広い視点から確かめ直す場として、実践の場での省察、そして大学院で

の長期的な実践研究を支える重要な支柱となっている。実践と研究の表明の場のゆたかさ、あるいは貧困

さは、それが実践の真価を問う場の一つとして働くがゆえに、日々の実践と研究の深まりを支え、逆に拘

束することにもなる。交流・表明の場のあり方、その構成が問われることになる。 
 

小グループでの共同探求と開かれた交流を結ぶ 

地域を越えた実践交流はこれまでも様々な組織によって取り組まれているが、交流の広がりの確保と実

践の探究の深まりとは、相反する要求であることもまた確かである。ラウンドテーブルは交流と探究を両

立する形を模索する中で生まれてきた。いくつかの特徴的なセッションの構成がここでは取られている。 
 

① 実践の長い展開を語り、聴くことを中心に据える。 
② そのために実践の展開を語り跡づけることの出来る時間を確保する。（1 報告 60-100 分） 
③ 実践の展開について問い交わしながら共同探求できる少人数のグループを設定する。（6 名程度） 
④ グループには多様な地域・分野の実践者・研究者が加わり、個々のコミュニティを越えたメンバー

で実践を共有し跡づける。（学校教育・社会教育・看護・福祉・保育・自治・企業 ほか） 
⑤ 小グループは個別の部屋に分かれず、他のグループと広場を共有した状況の中で進める。 

 
多様な地域・領域のメンバーが加わったセッションでは、自分たちが当たり前の前提にしていたこと、

重要ではあってもその領域ではだれもが共有しているが故に明確に説明することを要しない前提を改め

て語る必要が生じてくる。領域を越えた、しかも実践への問いを持つ人たちに伝える言葉を探る経験は、

それぞれの専門職がパブリックな表現を鍛えていく機会として重要な意味を持つことを、ラウンドテーブ

ルの実際の積み重ねを通して私たちは実感してきている。ラウンドテーブルというセッションは、各自の

領域をクロスして実践を問い深めるチャンスとなり、そして専門家の文化をパブリックなコミュニケーシ

ョンと結ぶ可能性を持っている。 
 

パブリックなコミュニケーションという課題 持続を支える記録と機構  

公共的なコミュニケーションと個別のコミュニティの価値を結ぶという大きすぎる課題は、しかし、民

主社会における専門職、とりわけ公教育を担う専門職にとって避けて通ることの出来ない課題である。理

念としてのみ語られることの多いこの課題に、ラウンドテーブルは、実効性のある手がかりを与える可能

性があるのではないか。語り合う 34 の小さな渦、そこでの語らう声が輻輳する広場に一人の当事者とし

て参加しながら、そして 20 名余の小さな実践交流からはじまったラウンドテーブルの 9 年の展開を振り

返りながら、そう考えはじめている。 
（柳澤 昌一 『教職大学院ニュースレター』No.11  2009.3.31) 

 

ラウンドテーブルの４重の意味 

4 Dimensions of Round Table Cross Session for Reflection in and on Longitudinal Process of Practice 

Ⅰ 長い実践の展開をともに跡づけ、省察する。 
Co-reflection in and on longitudinal process of practice 

Ⅱ 個々の実践コミュニティを超えて、実践の展開を探り、照らし合う。 
Boundary crossing collaborative inquiries of longitudinal practice 

  Ⅰ,Ⅱ→省察的実践者としてのモードを形成する上で不可欠のサイクル 
Ⅲ 実践と実践、分野と分野を結びパブリックな省察的コミュニケーションの文化とコミュニティを培う。 

Cultivating Communities of Public and Reflective Learning 
Ⅳ 省察的実践者としての専門職学習コミュニティを支える省察的機構へのチャレンジ 
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Challenge for Reflective Institution for Sustainable Development of Professional Learning 
Communities for Reflective Practitioners 

 

 

 

2001.3.17-18   春のシンポジウム ラウンドテーブル 教師の実践的力量形成をめざして 

木岡一明・寺岡英男（この回は教師教育をめぐる 20 人程度の研究会であり、実践を聴き合う会ではなかった） 

2001.11.10-11   実践研究：福井ラウンドテーブル 省察的実践を支える協働（第 1 回) 

For Reflective Practice、 Professional Development、 and Organizational Learning. 第１回目の実践研究福井ラ

ウンドテーブルが開催される。（参加者 20 数名）京都ユースホステル協会 福井市公民館主事 つむぎの会 ゆ

きんこ共同保育園 福井大学附属小学校 福井大学教育地域科学部児童館プロジェクト・探求ネットワーク 

2002.3.16-17 実践研究・事例研究ラウンドテーブル(第 2 回) 高木展郎・大田邦朗・藤原文雄・石川英志 

フレンドシップ事業福井ラウンドテーブル 同日開催 探求ネットワークのラウンドテーブル ～現在に至る 

2002.7.13-14 実践研究：福井ラウンドテーブル（省察的実践を生み出す 学び合う組織を編む）（第 3 回） 

2003.3.15-16 実践研究・事例研究ラウンドテーブル（第 4 回） 

シンポジウム 教師教育における専門職大学院の可能性を探る 辻野昭・葉養正明 
 

2003.7.12-13 実践し省察するコミュニティ 実践研究：福井ラウンドテーブル（第 5 回） 

2004.3.13-14 学校改革実践研究福井ラウンドテーブル（第 6 回） 秋田喜代美ほか 

2004.7.3-4 実践し省察するコミュニティ: 実践研究福井ラウンドテーブル 2004 （第 7 回） 
 

2004.8 教育のアクションリサーチ研究会が始まる（於熱海～2009） 
 

2005.1 実践研究東京ラウンドテーブル始まる（於早稲田大学）～現在に至る 

2005.3.5-6 学校改革実践研究福井ラウンドテーブル 2005（第 8 回 参加者 100 名超） 

国際シンポジウム Ann Liebermann  横須賀薫 佐藤学 於国際交流会館 
 

2005.7.9-10 実践研究福井ラウンドテーブル 2005 （第 9 回） 

2006.3.4-5 学校改革実践研究福井ラウンドテーブル 2006 フェニックス・プラザ （第 10 回) 

田中孝彦・石川英志・新田正樹・上野ひろ美・白益民・松木健一・牧田秀昭 
 

2006.7.1-2 実践研究福井ラウンドテーブル 2006  （第 11 回）三輪建二・倉持伸江・松木健一・水野篤夫  

兼日本社会教育学会東海北陸研究集会 
 

2007.3.3-4 学校改革実践研究福井ラウンドテーブル 2007（第 12 回）渡邉満・無藤隆・松木健一・新田正樹 
 

2007.4  福井大学教職大学院の準備期間が始まる 

2007.6.30-7.1 実践研究福井ラウンドテーブル 2007 （第 13 回）藤本 寛巳・淵本幸嗣・寺岡英男 

2008.3.1-2 学校改革実践研究福井ラウンドテーブル 2008（第 14 回）横須賀薫・新田正樹・松木健一・Jae-Hoon Yu 

2008.6.28-29 実践研究福井ラウンドテーブル 2008（第 15 回）人見久城・筒井潤子・寺岡英男・岸野麻衣・向当誠隆 

2009.2.28-3.1 学校改革実践研究福井ラウンドテーブル 2009 （第 16 回）稲垣忠彦 

2009.6.27.28 実践研究福井ラウンドテーブル 2009（第 17 回）5 つの領域：専門職として学び合うコミュニティ 

（分野ごとのセッション始まる） 
 

2010.2.27-28 学校改革実践研究福井ラウンドテーブル 2010 （第 18 回参加者 300 名前後）鈴木寛 Catherine Lewis 

2010.6.26-27 実践研究福井ラウンドテーブル 2010（第 19 回）：学校・コミュニティ・特別支援・医療看護 

2011.2.26-27 学校改革実践研究福井ラウンドテーブル 2011 （第 20 回 参加者 300 名を超える）門脇厚司・森透 

2011.6.25-26 実践研究福井ラウンドテーブル 2011（第 21 回）松本謙一・勝野 正章・木原俊行・三輪建二 

実践研究福井ラウンドテーブルの歩み 2001.3-2026.2 



福井大学大学院福井大学・岐阜聖徳学園大学・富山国際大学連合教職開発研究科 
 

The Challenge for Distributed Communities of Practice and Reflection 15 

 

2012.3.3-4 実践研究福井ラウンドテーブル 2012 spring sessions （第 22 回）（名称を変更する） 

2012.6.23-24 実践研究福井ラウンドテーブル 2012 summer sessions（第 23 回） 参加者 450 名を越える 

兼日本社会教育学会東海北陸研究集会   

2013.3.2-3 実践研究福井ラウンドテーブル 2013 spring sessions（第 24 回）教師教育改革コラボレーションとの共催 

2013.6.29-30 実践研究福井ラウンドテーブル 2013 summer sessions（第 25 回） 

  11.30-12.1 実践研究東京ラウンドテーブル 2013winter sessions（明治大学） 

2.8 宇都宮大学学校活性化フォーラム（宇都宮大学）1.25 実践研究ラウンドテーブル in 静岡（静岡大学） 

2014.3.1-2 実践研究福井ラウンドテーブル 2014 spring sessions （第 26 回）参加者 550 名を超える 

2014.6.21-22 実践研究福井ラウンドテーブル 2014 summer sessions（第 27 回） 

11.8-9 教育実践研究フォーラム in 長崎大学、 11.23 実践研究ラウンドテーブル in 静岡（静岡大学） 

11.22 大阪教育大学 スクールリーダーフォーラム、 12.6-7 実践研究東京ラウンドテーブル（明治大学） 

2.14 宇都宮大学学校活性化フォーラム 、 3.7 教育実践福島ラウンドテーブル 

2015.2.27-3.1 実践研究福井ラウンドテーブル 2015 spring sessions（第 28 回）参加者 700 名を超える 

2015.6.26-28 

 

 

 

 

2016.2.26-28      

実践研究福井ラウンドテーブル 2015 summer sessions（第 29 回） 

11.21 大阪教育大学スクールリーダーフォーラム、 11.23 実践研究ラウンドテーブル in 静岡（静岡大学） 

11.28-29 教育実践研究フォーラム in 長崎大学、 12.6 実践研究東京ラウンドテーブル（明治大学） 

12.19 教育実践福島ラウンドテーブル、 2.13 宇都宮大学学校活性化フォーラム 、 

2.19-20 実践交流ラウンドテーブル NARA 2015 

実践研究福井ラウンドテーブル 2016 spring sessions（第 30 回）参加者 800 名を超える 

生徒ポスターセッションを開催 

2016.6.24-26 

 

 

 

 

 

2017.2.17-19 

実践研究福井ラウンドテーブル 2016 summer sessions（第 31 回）参加者総数 547 名 

7.8 記念講演＆シンポジウム（和歌山大学教職大学院ラウンドテーブル） 

11.12 大阪教育大学スクールリーダーフォーラム、 11.23 実践研究ラウンドテーブル in 静岡（静岡大学） 

11.5-6 教育実践研究フォーラム in 長崎大学、 12.10-11 実践研究東京ラウンドテーブル（明治大学） 

2.10-11 実践交流ラウンドテーブル NARA 2015 

2.11-12 宇都宮大学学校活性化フォーラム 

実践研究福井ラウンドテーブル 2017 spring sessions（第 32 回）参加者 800 名を超える 

特別企画「中等教育特別フォーラム」「保幼小教育フォーラム」を開催．省察実践学会の発足  

2017.6.23-25 

 

 

 

2018.2.22-24 

実践研究福井ラウンドテーブル 2017 summer sessions（第 33 回）参加者総数 566 名 

10.14 信州ラウンドテーブル（信州大学教育学部附属学校園）、 10.15-21 マラウイラウンドテーブル 

11.11 大阪教育大学 スクールリーダーフォーラム、 11.11-12 教育実践研究フォーラム in 長崎大学  

12.9-10 実践研究東京ラウンドテーブル（明治大学） 

実践研究福井ラウンドテーブル 2018 spring sessions（第 34 回）参加者総数 627 名 

2018.6.22-24 

 

 

 

 

 

2019.2.15-17 

実践研究福井ラウンドテーブル 2018 summer sessions（第 35 回）参加者総数 476 名 

10.20 信州ラウンドテーブル（信州大学教育学部附属学校園）、 10.23 マラウイラウンドテーブル 

11.17-18 教育実践研究フォーラム in 長崎大学 、11.22-23 教育実践研究フォーラム in 奈良 

12.15 実践研究ラウンドテーブル in 静岡大学   

12.22-23 実践研究東京ラウンドテーブル（東京学芸大学） 

2.9-10 宇都宮大学教育実践フォーラム 

実践研究福井ラウンドテーブル 2019 spring sessions（第 36 回）参加者総数 930 名 

2019.6.21-23 

 

 

 

 

2020.2.15-16 

実践研究福井ラウンドテーブル 2019 summer sessions（第 37 回）参加者総数 426 名 

9.28-29 札幌ラウンドテーブル、10.23 マラウイラウンドテーブル、 

11.16-17 教育実践研究フォーラム in 長崎大学 、11.9 教育実践研究フォーラム in 奈良、 

12.15 実践研究東京ラウンドテーブル（明治大学） 

2.8-9 宇都宮大学教育実践フォーラム 

実践研究福井ラウンドテーブル 2020 spring sessions（第 38 回）参加者総数 800 名程度 
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3.3-4 ウガンダラウンドテーブル 

2020.6.20-21 

 

2021.2.20-21 

実践研究福井ラウンドテーブル 2020 summer sessions（第 39 回）参加者総数 500 名程度 

11.21 東京サテライト・ラウンドテーブル 

11.21 関西ラウンドテーブル 

実践研究福井ラウンドテーブル 2021 spring sessions（第 40 回）参加者総数 550 名程度 

2021.6.20-21 

 

 

2022.2.20-21 

実践研究福井ラウンドテーブル 2021 summer sessions（第 41 回）参加者総数 560 名程度 

11.13 東京サテライト・ラウンドテーブル 

11.21 協働探究ラウンドテーブル奈良 2021 

実践研究福井ラウンドテーブル 2022 spring sessions（第 42 回）参加者総数 660 名程度 

2022.6.18-19 

 

 

2023.2.18-19 

実践研究福井ラウンドテーブル 2022 summer sessions（第 43 回）参加者総数 640 名程度 

8.4 宮古島ラウンドテーブル 

11.26 東京ラウンドテーブル 

実践研究福井ラウンドテーブル 2023 spring sessions（第 44 回）参加者総数 660 名程度 

2023.6.17-18 

 

 

 

 

 

2024.2.17-18 

実践研究福井ラウンドテーブル 2023 summer sessions（第 45 回）参加者総数 560 名程度 

8.25 岐阜ラウンドテーブル 

10.28 信州ラウンドテーブル 2023 

11.18 東京サテライト・ラウンドテーブル 2023 

11.18-19 教育実践研究フォーラム in 長崎大学、11.23 奈良ラウンドテーブル 

2024.1.27 岐阜ラウンドテーブル 

実践研究福井ラウンドテーブル 2024 spring sessions（第 46 回）参加者総数 980 名程度 

2024.7.6-7 

 

 

 

 

2025.2.22-23 

実践研究福井ラウンドテーブル 2024 summer sessions（第 47 回）参加者総数 485 名程度 

10.14 静岡ラウンドテーブル 

10.26 信州ラウンドテーブル 2024 

11.16 東京サテライト・ラウンドテーブル 2024  

2025.1.25 岐阜ラウンドテーブル 

実践研究福井ラウンドテーブル 2025 spring sessions（第 48 回）参加者総数 819 名程度 

2025.7.5-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026.2.21-22 

実践研究福井ラウンドテーブル 2025 summer sessions（第 49 回）参加者総数 540 名程度 

8.1     協働探究ラウンドテーブル奈良 2025 

8.19    岐阜ラウンドテーブル 

8.21-22 DEAL 教職員研修・宮古島ラウンドテーブル 

10.18   協働探究ラウンドテーブル敦賀 2025 

10.25   東京サテライト・ラウンドテーブル 2025  

11.22   協働探究ラウンドテーブル奈良－静岡 2025 

2026.1.31 岐阜ラウンドテーブル  

2026.1.31 琉球ラウンドテーブル 

2026.2.14 八重山ラウンドテーブル 

実践研究福井ラウンドテーブル 2026 spring sessions（第 50 回）参加者総数 841 名程度 
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福井大学連合教職大学院が実践する教育改革グローバル・コミュニティへの誘(いざな)い 

ラウンドテーブルの広がりと深まりを通して 

福井大学連合教職大学院教授 木村 優 

 
新しいミレニアムが幕をあけたばかりの 2001年 3

月、教師教育にかかわる 20名程の実践者・研究者が

福井に一堂に会し、互いの教育実践研究を交流し合

う研究会が催されました。この研究会のテーマは「教

師の実践的力量形成をめざして」でした。このテー

マのもとで解き放たれた熱い議論が、現在、福井大

学連合教職大学院が毎年 2 月と 6 月に開催している

実践研究福井ラウンドテーブルを生み出しました。 

あれから十数年間、福井大学連合教職大学院は福

井県内外と国内外の学校や教育機関との交流・往還

を積み重ねてきました。そして、21世紀の教育の実

現に向けた学校と教師の挑戦を支援すべく、実践研

究福井ラウンドテーブルを大黒柱にして実践コミュ

ニティ 1を耕し続けてきました。 

実践研究福井ラウンドテーブルでは会を重ねるご

とに、参加者の実践報告が多様な色彩を帯びていっ

ています。ラウンドテーブルの創成期には数人の教

師たちによる実践報告に限られていました。しかし

現在では、教師の教育実践の報告や学校改革の挑戦

過程から、教育研究者による学校との協働研究、医

療・福祉における省察的実践への挑戦、学生・院生

の大学（院）におけるプロジェクト学習の展開、地

域の人々による学校・家庭の教育支援、海外学校で

の新しい教育実践への挑戦、そして、小中高生によ

る自らの学びの軌跡についての報告に至るまで、多

彩な実践が毎回のラウンドテーブルで交流されてい

るのです。 

この間、教育研究の飛躍的な前進を足がかりとし

ながら、「教育の質保証」と「学びの転換」を目指し

たさまざまな施策が矢継ぎ早に打たれるようになり

ました。アクティブ・ラーニング、チームとしての

学校、コンピテンシー・ベース、カリキュラム・マ

ネジメント、主体的・対話的で深い学び等々といっ

た新しい改革用語が流布するように、学校と教師、

そして子どもたちには実に多くの変化が求められて

います。これらの求めは、超スマート時代

（Society5.0）、超 AI時代、VUCA2ワールド等と呼ば

れる新しい時代における、あらゆる個人とすべての

社会の幸福を実現するための、私たち人類の挑戦の

現れと言えるでしょう。 

このような変化の激しい時代の教育改革期では、

学校、教師、子どもたちの豊かな学びと確かな育ち

をサポートする機構が必要になります。学校も教師

も子どもも、それぞれが孤立するのではなく、つな

がり合い、支え合い、協働することで変化に向けた

挑戦が可能になるのです。そこで、福井大学連合教

職大学院は現在、21世紀のあらゆる実践者、研究者、

そして子どもたちの挑戦を支え促すための省察的機

構 3 としての実践コミュニティとして成熟を遂げよ

うとしています。 

省察的機構としての実践コミュニティは、そのコ

ミュニティに参加するメンバーの、文字通り「実践

の省察」を支え促すことを最重要のビジョンとして

描きます。このビジョンを基盤とした実践研究福井

ラウンドテーブルでは、そこに参加する日本全国・

世界各地の実践者や研究者は当然、それぞれ福井大

学連合教職大学院とは異なるコミュニティ、あるい

は複数コミュニティに属していて、それぞれのコミ

ュニティの中で変化を生み出す新たな実践に挑戦し

ています。つまり、実践研究福井ラウンドテーブル

は、イノバティブ（革新的）なローカル・コミュニ

ティが集合する大きなコミュニティの「坩堝（るつ

ぼ）」なのです。 

もしも、このコミュニティの中で数多くあるロー

カル・コミュニティがイノバティブな実践をベース

にして結びつき、そこでコミュニティ間のネットワ

ークが広がり、協働が加速すると、いったい何が起

きるのでしょうか。それはおそらく、誰も見たこと

のない新しい知の創造であり、新しいかかわりの現

れです。この新しい「知」や「かかわり」のダイナ

ミクスが大きくなるほど、広がるほど、現代社会を

取り巻く困難や未来社会に予測される問題を突破す

るいくつかの「ソリューション（解）」が生み出され

る可能性が高まります。ただし、「知」と「かかわり」

のダイナミクスを大きくし、それらのイノベーショ

ンの質と価値を深めるためには、「戦略」が必要にな

ります。ただ指を咥えて待っているだけでは、ダイ

ナミクスやイノベーションは起こらないのです。 
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福井大学連合教職大学院では、これまでの実践研

究福井ラウンドテーブルの展開で結びつきを強めた

いくつかのコミュニティと連携して、分散型コミュ

ニティのデザインに着手し始めました。もしも、複

数のローカル・コミュニティが共通の理念やビジョ

ンのもとで、「実践し省察するコミュニティ」に昇華

することができれば、そして、そこで互いの課題や

問題を見つけ出し、それらの解決策を考え出して共

有可能な「知」を蓄積することができれば、それぞ

れのコミュニティが分断することなく連動して各地

の「挑戦」を支え合い励まし合うことが可能になる

と考えたためです。 

すなわち、日本全国・世界各地にあるローカル・

コミュニティを結びつけて、各コミュニティの相互

作用による変化を生み出すために、複数の境界をま

たいでメンバーが学び合うことができる分散型のコ

ミュニティ構造をデザインしていくのです。福井大

学連合教職大学院の分散型コミュニティへの挑戦と

はつまり、現代社会と未来社会に生きるすべての

人々の学びと育ちを支える、教育改革のグローバル・

コミュニティを築く戦略なのです。 

2014年度から、福井大学連合教職大学院との連携

協働に基づき、長崎、大阪、静岡、東京、宇都宮、

福島でラウンドテーブルが開かれるようになりまし

た。その後、ラウンドテーブルは奈良や長野でも産

声をあげ、各地の学校の校内研修にも広がっていき

ます。2017年度には福井大学連合教職大学院と JICA

との連携を基盤として、アフリカのマラウイでラウ

ンドテーブルが始まりました。日本各地そして世界

のラウンドテーブルで引き出されはじめた教師たち

の教育への熱誠、子どもたちの学びへの希望、そし

てすべての人々の幸福への追求が、新たな省察的機

構としての実践コミュニティを各地に創発していく

ことになることでしょう。 

福井大学連合教職大学院ではこれまでも現在も、

私たちのコミュニティ、そして分散型のグローバル・

コミュニティに参加くださるあなた（ピア）を求め

ています。ぜひ、私たちとのかかわりを通して、そ

して実践研究福井ラウンドテーブルを通して、21世

紀を革新する教育のあり方についてともに考え、す

べての人々が幸福を追求できる未来社会をともに築

いていく、この挑戦に多様多層に同行いただけると

幸いに思います。 

1 あるテーマについての関心や熱意等を共有して、

それぞれが所属する分野・領域の知識や技能を相互

に持続的に交流し、深めていく集団や組織のこと（ウ

ェンガー・マクダーモット・スナイダー, 2002)。 

2 現代社会の特徴を表す 4つの言葉：Volatility（不

安定）、Uncertainty（不確実）、Complexity（複雑）、

Ambiguity（曖昧）の頭文字をとった造語。 

3 コミュニティの組織学習を支え、コミュニティの

メンバーの実践の省察を励ます組織＝機構のこと

（ショーン, 2017） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福井大学大学院福井大学・岐阜聖徳学園大学・富山国際大学連合教職開発研究科 
 

The Challenge for Distributed Communities of Practice and Reflection 19 

 

 
 

 
 

  

  

実践研究福井ラウンドテーブル 2024 Summer Sessions (Newsletter No.186)、2025 Summer Sessions 
(Newsletter No.198)、2026 Spring Sessions(Newsletter No.204)に参加していただいた方の報告をご紹介い

たします。※ご所属は当時のものです。 

Newsletter No.186（2024.8.30）より 

A Reflection on the 2024 Lesson Study Roundtable 

Discussion Held at the University of Fukui 

 in Japan on 6TH July 2024 

Nalikure College of Education (NCE), Malawi  Richard Ngwira 

On the 6th of July 2024, I had an opportunity to 

attend the Roundtable discussion which was 

organized by the University of Fukui in Japan. 

It was a great experience since I was given a 

chance to connect with some individuals from 

different countries with whom we shared our 

experiences.  

The first person to present her experience was 

Laurine Nichole Hartford from Florida in the 

United States of America, working as an 

Assistant Language Teacher (ALT) in Japan. She 

talked about her background for her to become 

a teacher and her experience as an educator. In 

her presentation, she explained that despite 

her mother being a teacher, she had no passion 

to become a teacher as such she wanted to become 

a Defense Attorney, but eventually became a 

teacher. She also explained her passion in 

education and believed that “A good education 

is a foundation for a better future,” a quote 

from Elizabeth Warren. She also emphasized the 

importance of proper preparation in lesson 

delivery. She highlighted that the level of 

fear is inversely proportional to preparation. 

I was inspired by her passion for teaching. I 

learnt that the challenges she has gone through 

were just similar to what we have also gone 

through in our educational life. 

I presented my experience as educator and based 

on our visit in Japan. It was a great experience 

to learn about the Japanese education system 

which emphasizes inquiry-based learning. 

Learners are exposed to research projects while 

still young. The relationship between the 

University of Fukui and its attached school was 

pleasing. From the experience, we realized that 

at the Nalikule College of Education, we are 

under-utilizing the Nalikule Demonstration 

Secondary School. As such, it is something that 

we can learn to improve the situation as a way 

of enhancing the professional development of 

our teachers and even the student teachers that 

we train. I also had an opportunity to tell our 

friends from other countries that Malawi is 

another place which is peaceful and has many 

places of tourist attractions which are worth 

visiting. I noted that all these are in line 

with Malawi’s vision of turning the country 

into an inclusively wealthy and safe, reliant 

nation by the year 2063. This could enhance the 

production of a properly trained human resource 

that could positively contribute to the 

national agenda. 

Archive ― アーカイブ― 
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I would like to express my appreciation for the 

idea of having the roundtables. Firstly, they 

provide us with the chance to hear from our 

fellow educators and be inspired by their 

experiences and challenges. Listening to others’ 

difficulties can be encouraging, as it reminds 

us that we are not alone in facing obstacles. 

Furthermore, roundtables offer an opportunity 

to recognize and appreciate our own work which 

we might not realize are already quite 

commendable. 

Newsletter No.198（2025.8.21）より 

 

教職員研修の充実のために 

鳥取県教育センター 倉田 利江子 

はじめて「実践研究福井ラウンドテーブル」に参

加させていただいた。今回私が参加した Zone Bで

は、「専門職としての教師の資本と育成指標～孤立

する専門職から協創する専門職へのトランスフォー

ム〜」をテーマに、都道府県等で用いられている教

員育成指標と教員研修改革を軸として、二つの報

告、情報提供があった。 

福井県教育庁教職員課の遠藤正宏課長からは「福

井県の教職員育成指標の更新サイクルとビジョン共 

有」として、福井県の教員育成指標の策定の経緯や

指標を活用した教員研修のポイント等についてお話

があった。福井県では、福井が求める教師像を反映

させた福井県教員育成指標が策定されており、その

指標を活用して教職員研修におけるＰＤＣＡサイク 

ルが実施され、研修の評価に基づき毎年育成指標を

見直しているということだった。育成指標の見直し

と策定を毎年実施されていることや学校現場を意識

した取組を推進していることに感嘆するとともに、

福井県教育委員会として、働きやすさと働きがいの

向上をめざし、チャレンジを楽しむ教員の育成を図

っていると言われたことが、大変印象的だった。遠

藤課長が繰り返しおっしゃっていた「現場の先生方

には、自信と誇りをもって生き生きと仕事をしてほ

しい！」という言葉に強く共感し、自分自身の日頃

の業務について省察することができた。 

 板橋区教育支援センターの堀内雅一統括指導主事

からは、「板橋区の研修リ・デザインの挑戦板橋区

教職員研修計画『授業革新』について」として、

「教育の板橋」の実現に向けた板橋区教育支援セン

ターの具体的な取組についてお話があった。研修を

見直すうえでの課題として、研修回数、教員への負

担感、学校の働き方改革などが挙げられており、ど

こでも課題は共通していると感じた。また、実際の

研修内容についても具体的に御紹介いただき、大変

参考になった。「子どもの学びと教師の学びは相似

形である」という考え方のもと、学校や教員が主体

となって選択できる研修、実践的で効果的な研修の

あり方等について、考えることができた。 

話題提供後には、小グループで対話を行い、感想

等を自由に出し合い、校種や立場を超えて、思いを

共有することの大切さを感じた。学校現場の切実な 

問題に話題が及び、「子どもの学びと教師の学びは相

似形である」ならば、厳しい状況にある現場の先 生

方にとって「主体的・対話的で深い学び」となる研

修について、今後も考え続け試行錯誤し続けていく

ことが必要だと強く感じた。教師が「協働する専門

職」から「協創する専門職」へと変化するためにも、

まずは自分自身ができることを具体的に考え、地道

に確実に実行していきたいと感じた。 

今回参加させていただき、様々な方と対話するこ

とで自己内対話と省察がすすみ、新たな気づきを得

ることを体験できた。今回得た学びを今後も生かし

ていきたいと思うとともに、貴重な学びの機会を与 

えていただいたことに感謝している。ありがとうご

ざいました。

 

探究の場に息づく豊かな「問い」文化 

株式会社 教育と探求社 佐藤 瞬 

  私たち教育と探求社は、現実社会と連動して生き

る力を育む探究学習プログラム「クエストエデュケ

ーション」を全国の学校に提供しています。また

2023 年より福井県立高志高等学校・中学校にて教員
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向け「福井探究ワークショップ」を実施し、全 4 回

でのべ 66 名の先生方と共に対話や実践を行いまし

た。そのワークショップに参加くださった先生方か

ら口々にラウンドテーブルの質の高さを共有いただ

いており、私たちもいつか参加したいと願っていた

場にようやく参加することが叶いました。  

  今回の Zone Eのテーマは「誰もが『挑戦』できる

学校はつくれるのか？」。まずは私が挑戦したいこと

を共有し、挑戦を阻害する要因を踏まえる形で議論

は進んでいきました。最後の問い「誰もが挑戦でき

る学校はつくれるのか？」は白熱した議論を生みま

した。“挑戦”という概念をどう捉えるか、“誰も

が”にどこまで含めるかといった言葉を洗練させる

ことで、希望が見えてくるプロセスを味わうことが

できました。私のグループでは、個人の挑戦と集団

（学級や学校）の挑戦とがコンフリクトを起こした

らどうしたらいいのか？との問いに向き合い話し合

いを行いました。 

  その中で最も印象深かったのは、教師・生徒・企

業という従来の立場や垣根を超えて、参加者全員が

対等な立場で議論を交わしていることでした。そこ

には上下関係はなく、一人ひとりが探究者として真

摯に向き合う姿がありました。年齢や所属を問わず、

それぞれの視点から発せられる意見が交錯し、新た

な 気づきを生み出していく様子は、まさに学びの形

にふさわしいものだと感じました。 

  更に感銘を受けたのは、生徒たちの問いに対する

感度の高さでした。議論の終盤、場から投げかけら

れた問いに対して、「この問いは少しジャンプしてい

ますね」という発言が生徒からあったのです。この

一言は、単に質問内容を受け取るだけでなく、問い

の背景にある意図や文脈を深く読み取ろうとする姿

勢の証左であると感じました。問いに対して一問一

答的にすぐに答えを出すのではなく、問いを基にじ

っくりと思考を深めることが身体的・文化的に染み

ついていないと出てこない発想・発見だろうと感じ

ています。 

  答えとは誰かが決めた外側にあるものではなく、

この場にいるみんなで“応え”ていくもの、創って

いくものである―。探究がしっかりと根付いていく

背景にはそうした認識論的な土台があることを前提

にしているのだと感じました。だからこそラウンド

テーブルにおいても、参加者一人ひとりが自分なり

の視点を持ち、主体的に発言できるのだと合点がい

きました。  

  探究の文化が根付いたこの場での経験は、私たち

にとっても大きな学びとなりました。私たちも、参

加された先生方と共に、本質的な学びを起こすため

の “応え“を創り上げてまいりたいと思います。 

 

Newsletter No.204（2026.4.4）より 

 

立ち止まり 見つめ 語り合って 

伊那市立伊那小学校 小松 良介 

北陸の冬には珍しく、朝から穏やかな光が差し込

んでいました。さほど冷え込むこともなく、お天気

に恵まれたこの日の朝、私は福井大学教職大学院の

ラウンドテーブルにお招きいただき、No.49 グルー

プに参加致しました。立場やフィールドが異なる

方々と語り合う中で、自分一人では凝り固まってし

まいがちな思考が、少しずつ柔らかくほぐれていく

のを感じていました。 

最初に報告されたのは、福井大学の滝波さんです。

「見えない思いを結ぶ、その先に -思いを書き残す

記録と子どもの見取りに立ち止まり、丁寧に辿り続

ける省察-」というテーマで、144ページにも及ぶ記

録の厚みに、驚かされました。インターン先の小学

校で、慣れない挨拶に戸惑いながら、常に「正解を

求めてしまう自分」を厳しく問い直す彼女の姿。授

業を「何のために見ているのか」問い、言語化する

ことで、見え方が少しずつ変わっていく過程。誠実

な省察をもとにした彼女の語りは、聴いている私た

ちに響いていきました。生成 AIが台頭し、効率や正

解が急かされる現代社会においてこそ、彼女のよう

にその都度立ち止まり、学び続ける姿勢こそが、教

師の根幹だと改めて教えられた気がします。地に足

をつけて、学びに向かう真摯な眼差しに、私自身も

背筋が伸びる思いでした。 

続いて、大和郡山市立矢田南幼稚園の大内先生に

よる「つながりや深まりが生まれる命との出会い～ 

たまたま（偶然）から広がる世界」の報告が行われ

ました。大内先生が大切そうに、そして嬉しそうに

カバンから取り出した園児の製作物。なんとも初々

しい文字から、「書きたい」「伝えたい」子どもたち
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のエネルギーが伝わってきました。ヤゴとの暮らし

の中で、子どもたちの興味は水やエサ、お家へと次々

に広がっていきます。特に感動的だったのは、トン

ボが羽化する瞬間です。園児が飛ばした紙飛行機の

先に、偶然にも羽化を始めたばかりのトンボがいま

した。その「たまたま」を逃さず、子どもたちと一

緒に「生まれたんや！」「早く来て！」「今、お尻が

震えた！」と感動を分かち合う姿は、教師と子ども

が「感情共同体」としてつながった瞬間のように思

います。大内先生の慈愛に満ちた雰囲気がグループ

全体をもあたたかく包み込みました。 

聴き手の永野先生による問い返しから議論が盛り

上がり、ファシリテーターの岸野先生が私たちの想 

いをつなぎ、まとめてくださいました。次第に皆さ

んが前のめりになって語り合ううちに、私の実践報

告の時間も含め、100 分という対話の時間はあっと

いう間に過ぎていきました。私のこれまでの歩みを

受容的に聞いてくださり、また同時に新たな課題を

いただいた、実りある時間でした。 

全てのプログラムを終えて会場の外へ出ると、時

刻は午後二時を回っていました。気温は 20度近くま

で上がり、上着がいらないほどでした。私の心は、

清明の気持ちで満たされていました。学びは一人で

完結するものではなく、仲間と語りながら深まって

いきます。この地でいただいた多くの示唆を糧に、

私もまた、新たな子どもたちと共に、新しい物語を

紡いでいきたいと決意を新たにしています。 

 

新たな価値に自分から出会いに行く 

福井市下宇坂小学校 校長 長谷川 容子 
SessionⅡ＜Zone A＞テーマ「子供の主体的な学び

を支えるコミュニティ」に参加しました。夏に引き

続き２回目です。今回のシンポジウムもとてもよか

ったです。かつて、道徳の研修を受けたときに聞い

た「授業で考えたことを家に帰って反芻して自分の

中で成熟させる。そんな授業でありたい」を思い出

しました。そんな学びの時間になりました。 

長野県栄村立栄中学校の田中先生からは「やらな

い自由を問い直す」、福井大学附属義務教育学校後期

の赤尾先生からは「誰一人取り残さない全員参加の

授業を目指す（保健体育のダンス）」の実践発表があ

りました。私は、主体性の大切さについて分かって

いたつもりでいたことを痛感しました。それは、ど

う育てるのかという問いに対する具体的な答えをも

っていないと気付いたからです。「主体的に学びに取

り組む態度」について、観点別学習評価の枠組み、

すなわち、「知識・技能を獲得したり、思考・判断・

表現力を身に付けたりすることに向けた粘り強い取

組を行おうとしている側面」と「粘り強い取組を行

う中で、自らの学習を調整しようとする側面」の２

点からしか捉えていませんでした。現学習指導要領

が実施された年に、児童生徒の何を見取るべきかの

議論を繰り返し行った組織的研究が、評価の枠を出

ることができませんでした。評価項目が整った段階

で研究を終えてしまい、それを通して児童生徒の主

体性が育っているかどうかの視点で省察せず、指導

と評価の一体化が実現できなかったのです。 

田中先生の実践を、コミュニティ・オブ・プラク

ティス（E.ウェンガー著）を参考に、実践コミュニ

ティの視座で捉え直してみました。行事の見直しを

行う教師と生徒のコミュニティと行事に取り組む生

徒主体のコミュニティがありました。実践コミュニ

ティを育成させる 7 原則を用いると、「やらない自

由」は、「様々なレベル（コア・アクティブ・周辺）

の参加を認める」に当てはまると考えました。どの

レベルで参加するかについて自己決定へと導くこと。

田中先生の報告にもあったように、生徒は自分の決

めた立ち位置から、時にはいつもとは違った視点か

ら行事に参加することを通して、全体を俯瞰できる

力を高めることができたのではないでしょうか。こ

れも一つの自己調整力の発揮だと気付きました。主

体的に取り組む姿を見取るときに、私たちはつい積

極的な発言や行動に目が行きがちですが、児童生徒

一人一人に内在している可能性を引き出すという関

わりから捉えることを大事にしたいと考えました。 

赤尾先生の実践では、体育の苦手な A さんの変容

が印象的でした。全員参加の授業を実現するため、

生徒が自己選択できる役割の設定、主体的にならざ

るえないグループ会議。「誰一人取り残さない全員参

加の授業」は「生徒一人一人が活躍する舞台」へ、

主語が教師から生徒へと移り変わりました。この変

革を支えたのは、生徒の見取りを中心に据えた仲間

との省察でした。赤尾先生は毎回 U 先生の授業を

参観しに行きました。最後には U 先生から「今日は

来ないのですか」と言われるほど信頼関係が築かれ

ていました。 

２日目のラウンドテーブルのクロスセッションで

幼稚園の先生から「主体性に明確な答えはない。子
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どもとともに問い続けていく」というお話を伺いま

した。答えを出すことをゴールとせず、問いが一人

一人の子どもにとっての答えになっているのではな

いかと感じました。 

ファシリテーターの方が「ここへは価値を塗り替

える、新しい価値に気付くために来るのだと思って

いる」と言われました。今回の Session はまさにそ

のような時間となりました。来年度から学ぶ教職大

学院でどんな価値に出会えるか、今からとても楽し

みにしています。 

 

変わりながら、続けていく 

福井県教育総合研究所 水澤 紀子 
Zone Cでは、福井市東郷地区のおつくね祭の取り

組みを題材に、持続可能なコミュニティとは何かに

ついて語り合った。 

ラウンドテーブルにはこれまでにも参加してきた

が、Zone Cのコミュニティに加わるのは今回が初め

てである。私自身、東郷地区の出身であり、毎年お

つくね祭には子どもを連れて参加している。今回、

ファシリテーターの冨永先生から、おつくね祭に関

する発表があると伺ったことが参加のきっかけとな

った。これまで、地域はどこか自分にとって遠い存

在であった。しかし今回、改めて“コミュニティ”

について考えるよい機会になると思い、参加を決め

た。 

「おつくね祭」は、東郷地区の夏祭りで、今年度

で 27回を迎えた。運営の中心は「東郷ふるさとおこ

し協議会」のメンバーである。この祭の目玉は、祭

の名前の由来にもなっている「おつくね」（おにぎり

の方言）の無料配布である。2 日間で 3000 パック

（6000 個）ものおにぎりが振る舞われる。人口 4000

人弱でここ数年ほとんど増減のない東郷地区だが、

コロナ禍を経た最近、無料配布の列が年々伸びてい

ると感じていた。 

少子高齢化や行事の簡素化により、地域行事が縮

小・消滅する例も多い中で、「おつくね祭」はむしろ

パワーアップしている。そして実行委員の皆さんが

生き生きと活動しており、参加者も楽しそうである。

その背景の一つに、協議会が 60 歳定年制を導入し、

実行委員長も一年任期とするなど、役割を固定せず

若手が参加しやすい体制を整えている点がある。「若

手は挑戦し、中間世代はつなげて裁量を与え、シニ

アは支えて見守る」という関係性が築かれているの

である。若手が挑戦できる環境と、それを支える先

輩たち。東郷地区のコミュニティには心理的安全性

が確保されており、それこそが“変わりながら続い

ていく”秘訣だと感じた。 

また、「負担感はないのか」という質問に対して、

負担に思うことはあるが、それ以上に“楽しさが勝

る”から続けられるのだと話されていた。子どもに

楽しんでもらうため、今の子どもたちに合う形へと

内容を変えていく。「子どものために」という志を大

切にし、自分が子どものころ楽しかった祭を、受け

継いだバトンとして次の世代につないでいく。長く

続いてきた行事だからこそ、形を変えながら続いて

いるのだと実感した。 

ここ数年、学校現場では「働きやすさ」の実現の

ために業務改善が進められ、さまざまな業務の削減

が求められている。しかし「負担になるものは全て

やめればよいのか」と、私は常にもやもやしていた。

今回の Zone Cで、その答えが少し見えてきたように

思う。視点は「子どものためであるか」「自分もやり

たいと思えるか」という“志の共有”にあるのでは

ないか。形を変えることも必要だろうし、思い切っ

て一度やめてみるのもよいかもしない。大事なこと

は自然と残り、伝統として子どもたち自身が受け継

いでいくはずだ。 

今年度の全国学力調査の質問項目の、「地域や社会

をよくするために何かしてみたいと思いますか」と

いう問いに 8 割以上の児童・生徒が「あてはまる」 

「どちらかといえばあてはまる」と回答している。

子どもたちは地域のために何かしたいと考えている

のだ。東郷地区では、大人たちの背中を見て育った

子どもが、やがて大人になったとき、子どものため

に志を受け継ぎ、形を変えながら「おつくね祭」を

続けていくのだろう。 
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学部卒生対象のコース 

（授業研究・教職専門性開発コース） 
推薦選抜のオープンキャンパス 

（オンライン）が 
8 月 17 日にあります。 
ぜひお申込みください。 

 
 
 
 
 
 
 

https://forms.gle/2fjrRkiiGCR1w16b8 

 

学部卒生対象のコース 

https://forms.gle/2fjrRkiiGCR1w16b8
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Newsletter は、教職大学院に関わる 

皆様の協力で作られています。 

修了生の皆様もご自身の実践や近況

について投稿してみませんか。 

関心がある方は、 

dpdtfukui_nl@yahoo.co.jp 

までご連絡ください。 
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No. 208 

学部卒生対象のコース 

・授業研究・教職専門性開発コース 

現職の方対象のコース 

・ミドルリーダー養成コース 

・学校改革マネジメントコース 

 

一般選抜の事前説明会が 
11 月２２日にあります。 

申込受付期間 

8 年 10⽉1⽇(木)〜11⽉１２⽇(⽊) 

 
 
 
 

 

https://www.ocans.jp/u-fukui?fid=aBNOu1M3 

 

 

 

福井大学連合教職大学院の 7 つの特徴                                         

（福井大学連合教職大学院ホームページ https://www.fu-edu.net/graduate より） 

★学部卒院生は年間を通した実習を通じて、教師としての高度な協働実践力を身につけます ★現職教

員院生は、所属校に勤務しながら、大学教員や同僚とともに学校の課題に取り組み、協働実践力の質を高

めます ★今日的課題に焦点を当てた協働研究を支援します ★大学教員がチームでバックアップします 

★大学教員は幼・小・中・高・特別支援の学校現場や県の教育研究機関へ出向きます ★学校行事等に配

慮した集中的な講座を開設します ★全国の教職大学院や優れた実践とつながります 

mailto:dpdtfukui_nl@yahoo.co.jp
https://www.ocans.jp/u-fukui?fid=aBNOu1M3
https://www.fu-edu.net/graduate

